
高松学習館運営協議会（令和 3 年 10 月）会議録概要 

 

開催日時 令和 3 年 10 月 27 日（水曜日）午前 9 時 30 分～午前 11 時 05 分 

開催場所 高松学習館 実習室 

出席者 ［委員］神山敬章（明星大学常勤教授） 

        小林理哉（立川市社会福祉協議会） 

        梅田茂之（自治会連合会栄町支部） 

        橋本 登（立川市市民交流大学推進委員会） 

        小倉亮一（立川市市民交流大学推進委員会） 

        難波敦子（学習館利用団体） 

        結城まり子（学習館利用団体） 

    委任状提出 

栗原政子（学習館利用団体）  

    欠席 3 名 

     ［事務局］石井孝(高松学習館係長)、冨田瑞代(高松学習館市民嘱託) 

 

定数の過半数の出席により会議成立とする。 

議事 

1. 会長あいさつ 

おはようございます。10 月になりリバウンド措置期間が終了し、明るさと賑わい

が戻ってきた。先日運営協議会代表者連絡会が開催された。自治会連合会の代表

者連絡会にも参加した。選挙の準備のため、地運協連絡会の会場が市役所から高

松学習館に変更になった。自治会連合会の方はホテル日航で開催された。これか

ら段々と良くなっていくことを期待している。 

 

2. 報告事項 

・事務局より下記について報告があった。 

 ・感染症対策：10/25～11/30 まで、東京都による「基本的対策徹底期間におけ 

る対応」に基づき施設利用制限等を原則として解除することになった。ひき 

続き、手指の消毒、マスク着用、ソーシャルディスタンスの確保等、感染症 

対策の徹底に協力を依頼している。寿教室については会場のスペースの関係 

で段階的に戻していく予定。保育室はおもちゃの貸出しについては様子見と 

している。 

 ・きらりたちかわ：関連事業（市民企画、子ども地域活性化、催物）について 

説明があった。「たちかわ市民講師フェア」について紹介があった。 

11/8～11/14 開催の作品展と 11/13(土)はパフォーマンスとワークショップ

が開催される。 

・「新田砂川を訪ねて」ブックレット配布。図書館で DVD 付冊子を貸出している。

今年度実施の「立川を歩く～曙・高松周辺」のふりかえりを 2/25(金)に実施

する。資料と DVD 作成中でブックレット発行予定。 

・代表者連絡会：10/22(金)午後 6 時 30 分～高松学習館で開催 

 司会進行は梅田会長、市民リーダー会会長の難波副会長も出席。会議の様子 



について話があった。テーマは地域学校協働本部事業の推進と各学習館施設 

の今後の複合化、減築に対する意見が述べられていた。地運協で地域課題共 

有をどのようにやっているかについて意見交換した。アイスブレイクとなる 

よう他の地運協は会議の最初にやっている方が多い。交流会と研修会は地運 

協委員のニーズをくみ上げていただいて企画してもらうと有意義な機会にな 

ると思う。地運協により温度差がある。 

・地域課題は共通事項を共有してから個々に話す方がまとまりがいいと思う。

選挙の準備のため会場が市役所から高松学習館に変更になって、ちょうど「ミ

ニ展示会」開催中でトールペインティングと児童館作品を皆さんに観てもら

えた。そういう意味でも各学習館で持ち回りで実施する方が他の学習館や地

域性を知ることにつながると思う。 

・学習館の話だけに集中して熱い議論になった。地域性が表れている。特に西 

砂地域は活動が活発になっていて発信力が素晴らしい。 

   ・委員より 

    ・立川市地域福祉市民フォーラムと立川南口のブルーライトアップについて 

紹介があった。 

    

3. 協議事項 

(1) 前回議事録（案）について 承認された。 

(2) ファミリーコンサートについて 

・第１部子ども向け:午前 11 時～11 時 45 分 

第 2 部大人向け：午後 1 時 30 分～2 時 15 分 

・感染症予防対策として、昨年度と同様 opp ロールを天井から吊るして出演者と 

客席を区切った方がいいかどうか協議した。歌声が籠ってしまうが、他の学習 

館と異なり、講堂のような広いスペースや舞台がある会場ではないので、opp 

 ロールを張った方が来場者は不安を感じなくていいだろうということになっ 

た。下半分を張ることが可能であればいいが、きれいに張れるのは厳しい。 

距離は 2 メートル以上空けられる。換気に扇風機を利用するのに大きな扇 

風機は音が出るのはコンサートには不向き。出演者の方達にも意見を聞いてみ 

るが、舞台がないのでやはり opp ロールがある方がいいということになった。 

当日司会、受付スタッフの確認をした。司会進行（午前：梅田会長、午後：難 

波副会長）、受付（午前：栗原委員、難波副会長、午後：結城委員） 

 

(3) 地域学校コーディネーターとの連携について 

・前回の地域学校コーディネーターとの意見交換会をとおして今後について意見 

を出し合った。 

・行政としての方向性がない中で連携といってもお互い困ってしまうので、地域 

学校協働本部、立川市としての考え方と学習館運営協議会と地域学校コーディ

ネーターの役割がミックスしていく形だと思う。行政の明確にしていかないと

地域差が出て、人ありきになってしまう。各学習館に同じことを求めていけた

らと感じている。 

  ・答申で地域学習館運営協議会に地域学校コーディネーターが入ってもらうよう 



にと進んではいる。生涯学習係が担っているが、かなり忙しい中でコーディネ 

ーターさんが受けてくださっている状況。日頃から学校の面倒を見る役割があ 

る中で地運協との連携は研修等で伝えていく必要がある。地運協にも関わって 

いただきたいが、負担感がない形で取り組んでいけたらと思う。 

  ・学習館によってはすでに学校地域コーディネーターが地運協委員をされている 

ところもある。「学社連携」で学校も学習館も協力はするが、その先にあるもの 

が確かに行政から見えてこない、示されていないのが実状。錦学習館の市川会 

長はお米づくり体験を小学生にさせるお手伝いをしている。商店街で子ども達 

の作品を展示、学校との橋渡しをしている。「学社一体」にはまだまだ遠い、そ 

のゴールはどういうところにあるのか。 

  ・行政が地域学校コーディネーターを作っておいて現場に丸投げ的状態。意見交 

換よりも報告会で終ってしまう。先に進んでいかない。グランドデザインは素 

晴らしいが、アクションプログラムはばらばらになっている。コーディネータ 

ーの力量やインタレストによりずいぶんと変わってくる。紹介事例として、 

10/14 に山形県新庄市で東北 6 県の社会教育審議会が開催された。他県の人は 

リモート参加。分科会も実施した。地域学校コーディネーターさんは週 1 回は 

学校に行っていて職員室に机がある。学校とのやりとりが上手くいっている。 

以前の地域学校協働本部事業から地域学校協働活動になっている。コミュニテ 

ィスクール形式がとても多くなってきている。学校だけでなく地域のいろいろ 

な人達がボランティアとなり学校の主役である子ども達を指導している。 

機能しているのか、組織全体で、やるからには責任を持って学校に入っていく 

ことが人選も大切。学習館がどういうポジショニングで学校と関わるのかとい 

うことも含めて、地運協委員に学校に関わる人がいたら、情報共有できるかが 

高松学習館の課題。学校が協力してくれるようパイプ役を地域学校コーディネ 

ーターだけでなく、例えば PTA とか、学校と対等にアレンジできる調整役が 

できる人に入ってもらう。どこが問題なのかもっと議論を深めていった方がい 

いと思う。 

  ・行政がコーディネーターという財産を続けていけるように自信持っていけるよ 

うになればいいと思う。コーディネーターがどういう風に動いていいか、中途 

半端であるのも課題かと思う。 

  ・コーディネーターも学校に気を遣いながら情報を共有し、学校側も重用してい 

る。きちんとキャッチボールできている。以前は教員の立場で社会教育経験者 

は地域と密着型で教員が担っていた。現在は教員の仕事量が多すぎるので地域 

の方にそういう役割をやってもらっている。学校を地域がどう支えるのか、地 

域、学校、家庭が学校あっての地域、家庭あっての地域というスタンスで地域 

が存在していることを再度認識する必要がある。誰のためにやっているのか、 

仕事ではなく、学校のために、学校の主体は先生ではなく子ども達。親と先生 

が子どもを成長させないといけない責務を負っている。そういう趣旨の元に進 

めていくべき。教育委員会がどう考えているか。理想的な地域づくり。西砂は 

会報誌、HP 掲載、やる気のある人がいるから広がっていく。どういう風に若い 

親を地域に巻き込んでいくか。若い父親の会、ママ友づくりなどを通してネッ 

トワークづくりが大切だと思う。 



 (4)その他 

  ・R3 地域活性化事業(案)：今後予定されている事業一覧 

 

4. その他 

・次回会議日程について確認した。 

令和 3 年 11 月 24 日（水）午前 9 時 30 分～11 時 高松学習館 

・生涯学習スタッフ・関係者研修  

令和 4 年 1 月 18 日（火）午後 2 時より 市役所 101 会議室 

  ・地域学習館運営協議会交流会 

令和 4 年 2 月 19 日（土）午後 2 時より 市役所 302 会議室 

 

5. 地域課題共有 

  ・緊急事態宣言解除となり、運営協議会を夜に実施に戻すのはどうか。 

   夜間の利用が制限されたので午前に実施の方向に変更した経緯がある。 

   お仕事を持っている方は昼間開催は厳しい。コーディネーターさんが参加可能な 

   状況が変わってきたので、曜日、時間帯について委員の都合を調査することにな 

った。12 月に結果をお伝えして、1 月会議から調整する。 

  ・自治会で人数制限したり事前登録制で防災訓練をする。 

   健康フェアは中止にしている。 

  ・社協で食品ロスの取り組みでフードバンクを実施している。レトルト食品の大量 

寄付があったが、置き場所がない等の課題が出てきている。駅の近くで駐車可能 

な場所を探している。賃料発生すると厳しい。情報があれば教えてほしい。 

商店街、JR、小学校、ハローワークなど公共施設で空いているのではないか。 

防災備品、水の期限がある。 

   

 

 

 

 

 

 

                                                  

 以上 


